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貯 法：室温保存

使用期限：チューブ(刻印)、ラベル又は外箱に表示
承認番号 13800AZY00483000

薬価収載 1965年11月

販売開始 1964年１月

再評価結果 1979年２月
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ソルコセリル軟膏 ソルコセリルゼリー

1965年11月

1964年１月

1979年２月

販 売 名 ソルコセリル軟膏 ソルコセリルゼリー

成分・含量

※ 添 加 物

白色ワセリン、セタノール、
コレステロール、パラオキシ
安息香酸メチル、パラオキシ
安息香酸プロピル、精製水

プロピレングリコール、カル
メロースナトリウム、パラオ
キシ安息香酸メチル、パラオ
キシ安息香酸プロピル、乳酸
カルシウム、乳酸、滅菌精製
水

性 状
白色の親水性軟膏で、におい
はない。

灰白色～淡かっ色のゼリー状
で、においはない。

【禁忌(次の患者には投与しないこと)】

本剤又は牛血液を原料とする製剤(フィブリノリジン、

ウシトロンビン)に対し、過敏症の既往歴のある患者

【 組 成 ・ 性 状 】

【 効 能 ・ 効 果 】
◯ 熱傷・凍瘡の肉芽形成促進

◯ 放射線潰瘍・褥瘡・下腿潰瘍・外傷・一般手術創の肉芽

形成促進

【 用 法 ・ 用 量 】

通常、１日１～２回患部に塗布する。

【使用上の注意 】

1.副作用

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実

施していないため、発現頻度は承認時及び文献報告(1975年まで)

を集計している。副作用評価可能症例は1260例であり、副作用

発現率は1.1％(14例)であった。副作用は疼痛0.9％、有痛性刺

激0.2％、刺激感0.1％であった。１～19)

注1) 症状が発現した場合には投与を中止すること。

2.適用上の注意

使用時：眼には使用しないこと。

【 臨 床 成 績 】

ソルコセリル軟膏・ゼリーの二重盲検比較試験を含む臨床試験の

成績を集計した結果、次のような成績が得られた。1～18)

注2) ソルコセリルゼリー使用後ソルコセリル軟膏使用例を含む

【 薬 効 薬 理 】

1.ソルコセリルはミトコンドリアの呼吸を促進し、ATP産生を高め、

組織機能を賦活する(in vitro)。20～22)

2.ソルコセリルは線維芽細胞増殖を促進する(in vitro)。22～25)�

3.ソルコセリルは網内系機能を賦活する(マウス、ウサギ、ヒ

ト)。26～29)�

4.ソルコセリルは皮膚微小循環血流量(ラット)及び組織コラーゲ

ン中のhydroxyproline量を増加させ(モルモット)、創傷、炎症創

の肉芽形成、血管再生を促進する(マウス、ラット)。24,30～36)

5.ソルコセリルは実験的皮膚切創・欠損創(ラット)、熱傷創(ラッ

ト、ウサギ)及び放射線障害創(ウサギ)の治癒促進作用を有し、

外用(軟膏、ゼリー剤)においても実験的皮膚切創・欠損創、熱傷、

凍瘡に有効であった(ラット)。1,37～44)�

【有効成分に関する理化学的知見】

慣用名：ソルコセリル(Solcoseryl)

成 分：幼牛の血液より抽出した組織呼吸促進物質であり、１mL

中に40～45mgの乾燥物質を含み、その約30％は有機成分、

約70％は無機成分である｡�

比重(20℃)：1.026�

pH ：平均実測値約7.1(規格値約7.3)

浸透圧比：約４(生理食塩液に対する比)

性 状：淡かっ色澄明な液で、塩味を有する。

【 包 装 】

ソルコセリル軟膏 チューブ包装：20g×10�

ポリ容器包装：500g

ソルコセリルゼリー チューブ包装：20g×５�

組織修復促進剤

幼牛血液抽出物軟膏剤・ゼリー

100g中
ソルコセリル ５g(５w/w％)

100g中
ソルコセリル 10g(10w/w％)

頻度

分類

過 敏 症注1)

皮 膚 局所の刺激感

過敏症状

0.1～５％未満 頻度不明

疾 患
有 効 率

ソルコセリル軟膏 ソルコセリルゼリー注2)

熱 傷 62.9％( 56/ 89) 79.6％(43/ 54)

凍 瘡 58.7％( 81/138) 75.0％(21/ 28)

放射線潰瘍 83.3％( 30/ 36) 68.3％(69/101)

褥 瘡 42.6％( 23/ 54) 60.0％(45/ 75)

日本標準商品分類番号 87 2699

下 腿 潰 瘍 85.0％( 17/ 20) 79.5％(31/ 39)

外 傷 93.8％( 15/ 16) 87.0％(60/ 69)

術 後 創 97.6％(122/125) 68.9％(51/ 74)
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